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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年5月24日(2018.5.24)

【公表番号】特表2018-509519(P2018-509519A)
【公表日】平成30年4月5日(2018.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2018-013
【出願番号】特願2017-550204(P2017-550204)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   69/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/10     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/42     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/04     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月26日(2018.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ＢＰＡポリカーボネート標準品を用いるゲル浸透クロマトグラフィーによって測
定して、２０ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～３２ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）、好ま
しくは２５ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～３２ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）の質量平
均分子量を有するＢＰＡポリカーボネートである、第１のポリカーボネート；
　（ｂ）ＢＰＡポリカーボネート標準品を用いるゲル浸透クロマトグラフィーによって測
定して、２０ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～３２ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）、好ま
しくは２０ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～２４ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）の質量平
均分子量を有するＢＰＡポリカーボネートである、任意選択で含まれていてもよい第２の
ポリカーボネート（但し、第２のポリカーボネートは、第１のポリカーボネートとは異な
る）；
　（ｃ）５質量％～４０質量％の、界面重合によって製造され、４質量％～８質量％のシ
ロキサンを含み、４０～５０単位の平均ポリジオルガノシロキサンブロック長を有し、Ｂ
ＰＡポリカーボネート標準品を用いるゲル浸透クロマトグラフィーによって測定して、２
１ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～２５ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）の質量平均分子量
を有するＢＰＡポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマーである、第１のポリシロキ
サン－ポリカーボネートコポリマー；
　（ｄ）１質量％～５質量％の、界面重合によって製造され、１８質量％～２２質量％の
シロキサンを含み、４０～５０単位の平均ポリジオルガノシロキサンブロック長を有し、
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ＢＰＡポリカーボネート標準品を用いるゲル浸透クロマトグラフィーによって測定して、
２８ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）～３２ｋｇ／モル（±１ｋｇ／モル）の質量平均分子
量を有するＢＰＡポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマーである、第２のポリシロ
キサン－ポリカーボネートコポリマー；
　（ｅ）０．２質量％～１質量％の、カリウムジフェニルスルホンスルホネート（ＫＳＳ
）である難燃剤；
　（ｆ）０．１質量％～１質量％の、滴下防止剤；及び
　（ｇ）任意選択で含まれていてもよい、耐衝撃性改良剤
を含む熱可塑性組成物を含む製品であって、
　前記熱可塑性組成物は、１質量％～４質量％の総シロキサン含量を有し、
　前記熱可塑性組成物を含む火炎試験片が、１．２ｍｍの厚さでＵＬ９４　Ｖ０規格を達
成し；
　前記熱可塑性組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８に準拠して３００℃にて１．２ｋｇの荷
重を用いて測定して、１０ｃｍ３／１０分～２５ｃｍ３／１０分のメルトボリュームレー
ト（ＭＶＲ）を有し；
　前記熱可塑性組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に準拠して、３．２ｍｍの厚さの成形部品
について２３℃で測定して、少なくとも８００Ｊ／ｍのノッチ付きアイゾット衝撃エネル
ギーを有する、製品。
【請求項２】
　第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー（質量％）の、第２のポリシロキ
サン－ポリカーボネートコポリマー（質量％）に対する比が、８～１２である、請求項１
に記載の製品。
【請求項３】
　第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマーからもたらされるシロキサン含量
（質量％）の、第２のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマーからもたらされるシ
ロキサン含量（質量％）に対する比が、３～４である、請求項１または２に記載の製品。
【請求項４】
　前記熱可塑性組成物が、１質量％～２質量％の総シロキサン含量を有する、請求項１～
３のいずれか一項に記載の製品。
【請求項５】
　３．２ｍｍ厚さの成形部品が、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に準拠して２３℃で測定して－１０
℃以下の延性－脆性遷移温度を有すること；及び、ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に準拠して、２
．５ｍｍの厚さの成形着色チップについて正反射成分を除去して測定して、８以下のＬ＊

値を有すること、の少なくとも１つを満足する、請求項１～４のいずれか一項に記載の製
品。
【請求項６】
　２０質量％～４０質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー及び２
質量％～４質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマーを含む、請求項
１～５のいずれか一項に記載の製品。
【請求項７】
　０．１質量％～５質量％の耐衝撃性改良剤を含み、前記耐衝撃性改良剤が、（ａ）シロ
キサンのコア－アクリル系のシェルをベースとする耐衝撃性改良剤、又は（ｂ）メチルメ
タクリレート－ブタジエン－スチレン粉末である、請求項１～６のいずれか一項に記載の
製品。
【請求項８】
　前記熱可塑性組成物が、２５質量％～４０質量％の第１のポリカーボネート；２５質量
％～６５質量％の第２のポリカーボネート；５質量％～４０質量％の第１のポリシロキサ
ン－ポリカーボネートコポリマー；１質量％～５質量％の第２のポリシロキサン－ポリカ
ーボネートコポリマー；０．２質量％～１質量％のＫＳＳ；０．１質量％～１質量％の滴
下防止剤；及び、０質量％～５質量％の耐衝撃性改良剤を含む（但し、全ての成分の質量
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％値の合計が１００質量％を超えない）、請求項１～７のいずれか一項に記載の製品。
【請求項９】
　前記熱可塑性組成物が、０．３質量％のカーボンブラックをさらに含む、請求項１～８
のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１０】
　視認可能なニットラインを有さないこと；及び、ＵＬ　７４６に準拠して１１５℃で測
定して、耐衝撃性能を伴う相対温度指数（ＲＴＩ）を有すること、の少なくとも１つを満
足する、請求項１～９のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１１】
　前記熱可塑性組成物が、
（ａ）３６質量％の第１のポリカーボネート；４１質量％の第２のポリカーボネート；２
０質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー；０．３質量％のＫＳＳ
；０．４質量％の滴下防止剤；及び、２質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネー
トコポリマーを含む組成物；
（ｂ）３１質量％の第１のポリカーボネート；３５質量％の第２のポリカーボネート；３
０質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー；０．３質量％のＫＳＳ
；０．４質量％の滴下防止剤；及び、３質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネー
トコポリマーを含む組成物；
（ｃ）２６質量％の第１のポリカーボネート；２９質量％の第２のポリカーボネート；４
０質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー；０．３質量％のＫＳＳ
；０．４質量％の滴下防止剤；及び、４質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネー
トコポリマーを含む組成物；
（ｄ）２７質量％の第１のポリカーボネート；２６質量％の第２のポリカーボネート；４
０質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー；０．３質量％のＫＳＳ
；０．４質量％の滴下防止剤；及び、４質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネー
トコポリマー、及び１％の耐衝撃性改良剤を含む組成物；及び
（ｅ）２７質量％の第１のポリカーボネート；６２質量％の第２のポリカーボネート；５
質量％の第１のポリシロキサン－ポリカーボネートコポリマー；０．３質量％のＫＳＳ；
０．４質量％の滴下防止剤；及び、４質量％の第２のポリシロキサン－ポリカーボネート
コポリマー、及び１％の耐衝撃性改良剤を含む組成物
からなる群から選択される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１２】
　前記製品が、電子機器ハウジングである、請求項１～１１のいずれか一項に記載の製品
。
【請求項１３】
　前記電子機器ハウジングが、アダプターのハウジング、または、携帯電話、スマートフ
ォン、ＧＰＳデバイス、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ｅ－リー
ダー、または複写機のための構成部品である、請求項１２に記載の製品。
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